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広報　常陸大宮　　　　平成２３年５月号２

　

平
成　

年
３
月　

日　

時　

分
に
発
生

２３

１１

１４

４６

し
た
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
は
、
東
北

地
方
の
太
平
洋
沿
岸
を
中
心
に
北
海
道
か

ら
関
東
地
方
に
か
け
て
被
害
を
も
た
ら

し
、
多
く
の
尊
い
命
や
財
産
を
奪
い
去
り

ま
し
た
。
こ
の
震
災
で
は
地
震
そ
の
も
の

に
よ
る
被
害
に
加
え
、
津
波
・
火
災
・
液

状
化
現
象
・
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事

故
な
ど
多
岐
に
渡
る
災
害
を
発
生
さ
せ
、

現
在
も
震
災
の
影
響
を
残
し
続
け
て
い
ま

す
。

　

今
回
の
地
震
で
は
、
当
市
で
も
震
度
６

強
の
揺
れ
を
観
測
し
た
地
点
も
あ
り
、
道

路
や
家
屋
の
損
壊
、
停
電
、
断
水
な
ど
多

数
の
被
害
が
発
生
し
災
害
救
助
法
が
適
用

さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
な
か
で
も
震

災
に
よ
る
死
者
が
一
人
も
出
な
か
っ
た
こ

と
が
不
幸
中
の
幸
い
で
し
た
。
今
回
の
大

震
災
を
経
験
し
、
地
震
を
は
じ
め
と
す
る

防
災
対
策
の
重
要
性
を
改
め
て
実
感
さ
れ

た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
災
害
は
、
い
つ
ど

こ
で
発
生
す
る
か
誰
に
も
わ
か
り
ま
せ

ん
。
ま
た
、
こ
れ
か
ら
先
大
き
な
地
震
が

発
生
す
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。
今
回
の

地
震
以
上
の
被
害
が
出
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
い
ざ
と
い
う
時
の
た
め
に
、
防
災
対

策
を
し
っ
か
り
と
り
、
被
害
を
最
小
限
に

食
い
止
め
ら
れ
る
よ
う
改
め
て
防
災
に
つ

い
て
考
え
ま
し
ょ
う
。

　

具
体
的
な
地
震
の
心
得
を
ま
と
め
ま
し

た
。

▲福島県相馬市の津波被害

　

で　
　
　

 

で　
　
　

 

で　

ど
ん
な
行
動
を
と
り
ま
し
た
か
？

地
震
が
発
生
し
た
そ
の
時
、

家家家家

学
校
学
校
学
校
学
校
学
校

職
場
職
場
職
場
職
場
職
場撮影：常陸大宮市消防本部緊急消防援助隊

　

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
市
消
防
本

部
及
び
東
消
防
署
庁
舎
が
損
壊
し
た

た
め
、
現
在
同
敷
地
内
に
建
設
し
た

仮
庁
舎
に
消
防
本
部
及
び
東
消
防
署

の
機
能
を
移
転
し
運
用
し
て
い
ま

す
。

　

何
か
と
ご
不
便
を
お
か
け
し
て
い

ま
す
が
、
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

常
陸
大
宮
市
消
防
本
部
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広報　常陸大宮　　　　平成２３年５月号３

　

地
震
は
、
い
つ
発
生
す
る
か
予
測
で
き

な
い
と
こ
ろ
に
恐
ろ
し
さ
が
あ
り
ま

す
。 

い
つ
発
生
し
て
も
適
切
な
対
応
が

と
れ
る
よ
う
各
家
庭
や
学
校
、
職
場
、
地

域
な
ど
で
話
し
合
い
、
い
ざ
と
い
う
時
の

た
め
に
し
っ
か
り
と
備
え
て
お
き
ま
し
ょ

う
。

�
何
よ
り
も
大
切
な
の
は
命
。
地
震
が
発

生
し
た
ら
、
ま
ず
第
一
に
身
の
安
全
を

確
保
し
ま
し
ょ
う
。

�
転
倒
・
落
下
防
止
対
策
と
し
て
、
家
具

類
や
照
明
器
具
を
金
具
や
バ
ン
ド
な
ど

で
し
っ
か
り
固
定
し
ま
し
ょ
う
。

�
「
火
を
消
せ
！
」
と
み
ん
な
で
声
を
掛

け
合
い
、
調
理
器
具
や
暖
房
器
具
な
ど

の
火
を
確
実
に
消
し
ま
し
ょ
う
。

�
火
元
の
近
く
に
燃
え
や
す
い
物
を
置
か

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

�
地
震
の
時
は
、
ド
ア
や
窓
が
変
形
し
て

開
か
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ド

ア
や
窓
を
少
し
開
け
て
、
逃
げ
道
を
作

り
ま
し
ょ
う
。

�
「
火
事
だ
！
」
と
大
声
で
叫
び
、
隣
近

所
に
も
助
け
を
求
め
初
期
消
火
に
努
め

ま
し
ょ
う
。
日
頃
か
ら
消
火
器
の
用
意

を
忘
れ
ず
に
。

�
逃
げ
る
時
は
上
方
か
ら
の
落
下
物
に
注

意
し
、
慌
て
ず
に
落
ち
着
い
て
行
動
を

と
り
ま
し
ょ
う
。

�
ヘ
ル
メ
ッ
ト
や
座
布
団
な
ど
で
頭
を
保

護
し
ま
し
ょ
う
。

�
ブ
ロ
ッ
ク
塀
は
倒
壊
す
る
危
険
が
あ
る

の
で
近
寄
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

�
屋
外
で
は
公
園
な
ど
の
広
い
場
所
へ
避

難
し
、
倒
れ
て
き
そ
う
な
物
か
ら
離
れ

ま
し
ょ
う
。

�
山
間
部
や
海
沿
い
の
地
域
で
揺
れ
を
感

じ
た
ら
、
高
台
等
安
全
な
場
所
に
早
め

に
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

�
す
ぐ
に
安
全
な
場
所
へ
避
難
で
き
る
よ

う
に
普
段
か
ら
家
の
周
辺
な
ど
を

チ
ェ
ッ
ク
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

�
自
動
車
や
自
転
車
で
の
避
難
は
絶
対
に

い
け
ま
せ
ん
。
渋
滞
が
発
生
し
緊
急
車

両
の
妨
げ
に
な
っ
た
り
慌
て
て
い
る
た

め
交
通
事
故
を
起
こ
し
た
り
二
次
災
害

の
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

�
避
難
す
る
場
合
に
は
、
火
事
に
な
ら
な

い
よ
う
、
必
ず
電
気
の
ブ
レ
ー
カ
ー
等

を
切
り
ま
し
ょ
う
。

�
普
段
か
ら
防
災
グ
ッ
ズ
や
非
常
持
ち
出

し
品
を
準
備
し
、
半
年
に
一
度
は
点
検

す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

�
逃
げ
遅
れ
者
や
負
傷
者
が
多
数
出
た
場

合
は
、
消
防
機
関
や
警
察
機
関
、
医
療

機
関
な
ど
の
対
応
に
も
限
界
が
あ
り
ま

す
。
お
互
い
に
協
力
し
て
救
出
や
応
急

処
置
を
し
ま
し
ょ
う
。

�
ラ
ジ
オ
や
自
治
体
、
消
防
・
警
察
機
関

な
ど
か
ら
の
正
し
い
情
報
を
得
て
、
的

確
に
行
動
し
ま
し
ょ
う
。
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広報　常陸大宮　　　　平成２３年５月号４

7月24日から見られなくなります！7月24日から見られなくなります！
これまでのアナログテレビ放送はこれまでのアナログテレビ放送は

●
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム

●
身
分
証
明
書

　

I
D

●腕 章

※デジサポとは総務省テレビ受信者支援センターの愛称です。

・デジサポスタッフは、黄色いベスト（ユニフォーム）、腕章、身分証明書（ID）を着用
・原則、突然に訪問することはありません。
・工事代金を請求したり、振り込みの要請をすることは絶対にありません。

デジサポスタッフは黄色いベストが目印！

　平成２３年７月２４日、すべての地上放送、ＢＳ放送ともにアナログ放送が終了
し、デジタル放送へ完全移行します。地デジの準備はお済みです
か？
　テレビ画面の右上に「アナログ」と表示されていたら要注意！今
のままでは放送が見られなくなります。
　デジタル化の方法は地域や受信環境によって異なり、工事が必要
な場合もありますので、デジタル化の準備はお早めにお願いします。

７月１日以降 ７月24日正午以降 停波後

通常番組の画面上に終了日までの
カウントダウン等を表示します。
定期的に、全画面スーパーや

ブルーバック等の「お知らせ画面」が
短時間挿入されます。

７月24日正午から
ブルーバックの

お知らせ画面を表示します。
24時までに停波します。

７月24日24時までに
停波し、

この後は、映りません。

��������������		
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　テレビの調査や工事を口実にした料金の不正請求や、総務省やテレビ局などの関係機関の職員をかたり、切り
替え手数料などを架空請求する悪質な事例が発生しています。
　地上デジタル放送への対応で、総務省・テレビ局・その関係機関がお金を請求することは一切ありません。こ
のような請求を受けた時は、すぐには支払わず、大宮警察署（� ５２－０１１０）、常陸大宮市消費生活センター
（� ５２－２１８５）、地デジコールセンター（� ０５７０－０７－０１０１または０２９－３０７－０１０１）へご相談ください。
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広報　常陸大宮　　　　平成２３年５月号５

閲　覧　地　区委　　託　　者（使用目的）申　　請　　者閲覧日Ｎｏ

高部（１６件）金融広報中央委員会
（家計の金融行動に関する世論調査）

株式会社日本リサーチセンター
代表取締役社長　鈴木　稲博

Ｈ２２．４．２７１

若林・八田・三美・小野・
東野・西塩子・工業団地・
那 賀・国 長・下 小 瀬・金
井・門井・野口・野口平・
下伊勢畑（１４０４件）

国土交通省関東地方整備局
常陸河川国道事務所長　児玉　好史
（「那珂川環境整備事業」の効果を分析するためのアンケート）

株式会社日水コン
代表取締役社長　野村　喜一

Ｈ２２．６．８
　　　６．９
　　　６．１０

２

小野（４０件）
財団法人　電力中央研究所
社会経済研究所長　浅野　浩志
（エネルギー問題と原子力イメージについてのアンケート調査）

株式会社
プランニング・リサーチ・ジャパン
代表取締役　榛沢孝太郎

Ｈ２２．９．２１３

久隆（２１件）
公益財団法人新聞通信調査会
理事長　長谷川和明
（メディアに関する全国世論調査）

社団法人　中央調査社
会長　中田　正博

Ｈ２２．１０．４４

野田（２１件）日本大学人口研究所所長　小川　直宏
（第２回「仕事と家族」に関する全国調査）

社団法人　中央調査社
会長　中田　正博

Ｈ２２．１０．４５

泉（３０件）内閣府大臣官房政府広報室長　別府　充彦
（社会意識に関する世論調査）

社団法人　中央調査社
会長　中田　正博

Ｈ２２．１２．２１６

若林（２０件）
日本たばこ産業株式会社
たばこ事業本部情報部長　田中　康司
（全国たばこ喫煙者率調査）

株式会社ビデオリサーチ
代表取締役社長　若杉　五馬

Ｈ２２．１２．２２７

高部（２１件）内閣府政策統括官　松山　健士
（平成２２年度国民生活選好度調査）

社団法人　新情報センター
事務局長　平谷　伸次

Ｈ２３．２．１５８

　平成２２年４月１日から平成２３年３月３１日の住民基本台帳の一部の写しの閲覧状況は次のとおりです。（犯罪検
査等のための請求に係るものを除く）
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　市で実施しているふるさと応援寄付制度は、お寄せいただいた寄付金を市が実施する事業の財源とし、
常陸大宮市を愛する皆さんの思いを市政に反映させ、より多くの方々の参画によるふるさとづくりを推
進していくことを目的とする制度です。お寄せいただいた寄付金は、魅力あるまちづくりのため、大切
に使用させていただきます。
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株式会社ヒタチスプリング
  東京都大田区 １，０００，０００円
匿　　　名 東京都文京区 ７０，０００円
福地　園美 東京都渋谷区 １００，０００円
株式会社栄光商事
  常陸大宮市 ２００，０００円
匿　　　名 千葉県千葉市 ５０，０００円

片岡　茂則 水戸市 ５００，０００円
西野由希子 水戸市 ２０，０００円
ＪＦＥ建材フェンス株式会社
　　　　　　　常陸大宮市 ５４，６００円
匿　　　名 かすみがうら市 １００，０００円
匿　　　名 水戸市 １００，０００円

平成２３年３月３１日現在　敬称略��������	
����������	��



広報　常陸大宮　　　　平成２３年５月号６

　

４
月
７
日
、
大
宮
西
小
学
校
の
体
育
館

で
大
宮
中
学
校
の
入
学
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

通
常
、
入
学
式
は
大
宮
中
学
校
の
体
育

館
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
３
月　

日
に

１１

発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
、
校
舎

と
体
育
館
が
使
用
で
き
な
く
な
っ
た
た

め
、
大
宮
西
小
の
体
育
館
に
会
場
を
変
更

し
て
の
入
学
式
と
な
り
ま
し
た
。

　

大
宮
中
学
校
は
、
４
月
８
日
か
ら
当
分

の
間
、
１
、
２
年
生
は
山
方
商
業
高
校
、

３
年
生
は
常
陸
大
宮
高
校
で
授
業
を
行
っ

て
い
ま
す
。

大
宮
西
小
体
育
館
で

　
　
　
　
　

大
宮
中
の
入
学
式

《奨学基金へ》 《新入学児童の安全を願って》

国際交流ボランティアばらの会
（会長　松本　とみ子）

30，000円 常陽銀行より防犯ブザーの寄付

敬称略

　

前
田
尚
利
氏

（
水
戸
市
在
住
）

が
、
４
月
１
日

付
け
で
常
陸
大

宮
大
使
に
任
命

さ
れ
ま
し
た
。

　

前
田
氏
は
、
茨
城
県
県
北
総
合
事
務
所

長
、
茨
城
県
商
工
会
連
合
会
専
務
理
事
等

を
歴
任
さ
れ
た
あ
と
、
常
陸
大
宮
市
が
誕

生
し
た
平
成　

年　

月
常
陸
大
宮
市
収
入

１６

１０

役
に
就
任
。
平
成　

年
６
月
に
副
市
長
に

２０

就
任
し
、
平
成　

年
３
月　

日
に
退
任
さ

２３

３１

れ
ま
し
た
。

　

常
陸
大
宮
市
出
身
。

前
田
尚
利
氏
常
陸
大
宮
大
使
に

ひ
さ
と
し
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広報　常陸大宮　　　　平成２３年５月号７

　

３
月　

日
か
ら
旧
小
場
小
学
校
グ
ラ
ウ

２０

ン
ド
で
実
施
し
て
い
た
東
日
本
大
震
災
に

よ
る
災
害
ご
み
の
仮
置
場
へ
の
搬
入
が
、

４
月　

日
で
終
了
と
な
り
ま
し
た
。

２８

　

搬
入
さ
れ
た
瓦
や
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の
が

れ
き
類
は
約
１
万
３
千
ト
ン
。

　

山
積
み
さ
れ
た
災
害
ご
み
は
、
処
理
業

者
に
よ
り
夏
ま
で
に
は
す
べ
て
撤
去
さ
れ

る
予
定
で
す
。

　

４
月
６
・
７
日
、
市
内
の
小
中
学
校
で

入
学
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
東
日
本
大
震
災
の
影
響
で

体
育
館
が
使
用
で
き
ず
、
入
学
式
の
会
場

を
教
室
等
に
変
更
し
て
実
施
し
た
学
校
も

あ
り
ま
し
た
が
、
４
月
６
日
に
は
市
内
小

学
校
全　

校
で
、
４
月
７
日
に
は
中
学
校

１３

全
７
校
で
入
学
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。　

　

今
年
度
の
新
入
生
は
、
小
学
生
３
６
７

人
、
中
学
生
４
０
８
人
で
そ
れ
ぞ
れ
新
た

な
希
望
を
胸
に
新
生
活
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ

ま
し
た
。

　

学
校
ご
と
の
入
学
者
数
は
次
の
と
お
り

で
す
。

新
入
生
は
７
７
５
人

災
害
ご
み
の
搬
入
が
終
了

▲最終日のグラウンドの様子。奥に見えるのは
旧小場小学校校舎
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　常陸大宮市は自分の学生生活を語
る上でなくてはならない場所とな
りました。
　市と茨城大学が行うさまざまな連
携事業に参加させて頂きました。特
に４年生の一年間、歴史民俗資料館
主催の体験講座「コウゾを育てて和
紙を 漉 こう！」に参加し、和紙を原料のコウゾから作

す

るという貴重な経験ができました。
　講座に参加していた小学生たちと夏の暑い日にコウ
ゾ畑の作業や川遊びをしたことなど、とても懐かしい
です。活動を通して常陸大宮市の和紙の歴史や現状を
学びました。
　こうした地元の活動に、大学生が継続して参加させ
て頂いていることは先進的であり、このような機会が
大学という学びと実践の場に設けられていることは大
変素晴らしいと思います。今後もこのような取り組み
が続いて行くことを願っています。



広報　常陸大宮　　　　平成２３年５月号８
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　初期の営巣であれば容易に駆除ができますので、巣を発見した場合は早めのご連絡をお願いします。
　
※農地や山林等で人に被害を与える恐れの少ない場合は
駆除の対象外です。

　また、ミツ蜂は駆除の対象外です。
�問い合わせ�

すぐ対応課　�５２－４９１９　　環境課　�５２－１１１１

各総合支所市民福祉課

山　方　�５７－２１２１　　美　和　�５８－２１１１

緒　川　�５６－３９９１　　御前山　�５５－２１１２

�問い合わせ�　市民部　環境課　環境推進グループ　�５２－１１１１（内線１２３）
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※４月号ではスズメ蜂対策として巣を作りやすい場所と捕獲方法の一例を紹介しました。
広報常陸大宮４月号１７ページもご覧ください。
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広報　常陸大宮　　　　平成２３年５月号９

　市では、在宅の高齢者やその家族の健康と笑顔を支えるために、２カ所の地域包括支援センターと６カ所の在
宅介護支援センターを置き、６５歳以上のいきいき高齢者と一般高齢者を対象とした４つの介護予防事業に取り組
んでいます。

　地域包括支援センターと在宅介護支援センターには幅広い介護の知識を持った専門家がいて、高齢者の皆さん
が住みなれた地域で安心して暮らしていけるように、介護、福祉、保健、医療など、さまざまな面から支援を行
います。
　お気軽にご相談ください。

444

い き い き 高 齢 者：要支援及び要介護状態となる可能性が高いと認められる方
一　般　高　齢　者：上記以外の方
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　加齢と共に筋力が低下すると、関節への負担を増
やしてしまいます。筋力の低下がもたらす「つまづ
き転倒」を予防します。

� � �

いきいき高齢者
�������	
�������	�

　健康チェック・軽運動・レクリエーション・創作
活動などを行います。

� � �

一般高齢者
いきいき高齢者
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　口腔機能の低下は視力や聴力低下よりも気付くの
が遅いため、早い段階での口腔機能の向上をめざし
ます。

� � �

いきいき高齢者
��������
は

�������	
��

　正しい姿勢や簡単に家でできる運動を指導します。

� � �

高齢者クラブ
������
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広報　常陸大宮　　　　平成２３年５月号１０
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３
月　

日
に
発
生
し

１１

た
東
北
地
方
太
平
洋
沖

地
震
で
、
常
陸
大
宮
市

は
震
度
６
強
を
観
測
し

ま
し
た
。
人
的
被
害
は

少
な
か
っ
た
も
の
の
、

建
物
や
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

な
ど
に
大
き
な
被
害
が

出
ま
し
た
。
同
様
に
、

古
く
か
ら
守
り
伝
え
ら

れ
て
き
た
文
化
財
に
も

多
く
の
被
害
が
生
じ
、

危
機
的
な
状
況
に
あ
り
ま
す
。
５
月
号
と

６
月
号
の
２
号
に
わ
た
り
、
今
回
の
地
震

で
の
文
化
財
被
害
と
、
過
去
の
大
地
震
、

大
津
波
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

県
お
よ
び
市
指
定
文
化
財
に
つ
い
て

は
、
強
い
揺
れ
に
よ
り
仏
像
の
位
置
が
動

い
た
り
、
文
化
財
の
収
蔵
施
設
が
破
損
を

受
け
た
り
す
る
な
ど
の
被
害
が
出
ま
し
た

が
、
幸
い
に
少
数
に
と
ど
ま
り
ま
し
た
。

　

被
害
の
多
く
を
占
め
る
の
は
、
寺
社
の

鳥
居
や
石
灯
篭
な
ど
を
は
じ
め
と
す
る
石

造
物
の
破
損
や
倒
壊
で
す
。
こ
れ
ら
の
多

く
は
指
定
文
化
財
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

同
様
に
貴
重
な
も
の
で
す
。
今
後
、
復
旧

や
修
復
を
行
い
、
本
来
の
姿
を
後
世
に
伝

え
ら
れ
る
よ
う
な
処
置
を
し
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　

震
災
で
被
害
を
受
け
ら
れ
た
方
の
な
か

に
は
、
母
屋
や
蔵
な
ど
の
解
体
・
改
修
さ

れ
る
際
に
、
昔
か
ら
し
ま
い
込
ま
れ
て
い

た
「
古
い
も
の
」
の
処
分
を
考
え
ら
れ
る

方
も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
古
い
書
付

や
道
具
、
手
紙
や
書
籍
な
ど
、
一
見
ご
み

の
よ
う
に
見
え
て
も
貴
重
な
文
化
財
で
あ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
は
水
濡
れ

し
た
り
汚
れ
た
り
し
て
も
修
復
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
処
分
を
お
考
え
の
場
合
は
処

分
さ
れ
る
前
に
、
歴
史
民
俗
資
料
館
大
宮

館
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

地
域
の
文
化
財
が
失
わ
れ
る
の
は
、
歴

史
的
に
見
て
、
災
害
や
戦
乱
、
行
政
や
共

同
体
の
移
行
（
市
町
村
合
併
な
ど
）、
家

屋
の
建
て
替
え
、
移
住
な
ど
の
時
で
す
。

地
域
の
貴
重
な
文
化
財
を
未
来
に
守
り
伝

え
て
い
く
た
め
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。歴

史
民
俗
資
料
館
大
宮
館　

�
　

－

１
４
５
０

５２

�
�
�
�
�
�
�
�
�

���

▲倒壊した部垂義元顕彰碑（北町） ▲土台が被害を受けた甲神社本殿（下町）▲倒壊した甲神社の鳥居（下町）

▲石垣や屋根瓦が破損した御城展望台（山方） ▲御神体の陰陽石が崩壊した陰陽神社（山方）

▲石仏が落ちるなどの被害が出た
　百観音（那賀）



広報　常陸大宮　　　　平成２３年５月号１１
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健  康
通  信

▲平成２２年「ストップ！地球温暖化いばらき緑のカーテン
コンテスト」の生育部門個人の部で特別賞を受賞した木
村秀子さん宅（東野）のアサガオとゴーヤの緑のカーテン
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これまでのアナログ放送は

7月2424日7月24日から見られなくなります
デジタル放送に関するお問い合わせ先
地上デジタルテレビジョン放送受信相談センター

TEL:0570-07-0101または03-4334-1111
平日：９:00～21:00／土・日・祝祭日９:00～18:00
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　東日本大震災の影響で、電気の供給
能力が不足しています。需要量が供給
量を大幅に上回ると、予測不能な大規
模停電が発生する恐れがあります。
　テレビを長時間見ない時は主電源を
切ったり、照明をこまめに消したりす
るなど、一人ひとりの小さな節電の積
み重ねが、大きな節電につながります。

▲堤体内部地下５０mにある監査廊
　（ダムの安全を確かめる通路）

　４月２４日、御前山ダム堤
体から水没地域の旧県道笠
間緒川線をコースとした「御
前山ダムを歩く会」が行わ
れ、市内外からの参加者約
７０人が、木々が芽吹き出し
た山景色を楽しみながら５
キロの道のりを歩きました。
　平成２３年中には、貯水し
てダムに問題がないかを
チェックするための試験湛
水が行われる予定です。

▲市役所もエントランスホールの電気を
消して節電しています

▲ひたまるもこまめに
スイッチオフ

　３月２６日、原子力災害の初動に備えるため、市
消防本部の隊員５人（圷司一隊長）が茨城県緊急
消防援助第一次隊として派遣先の福島県へ向かい
ました。茨城県からは常陸大宮市を含む９カ所の
消防本部が出動し、福島市の消防学校において待機
し原子力災害の初動に備えました。
　隊員は、３月２９日までの任務を終えた翌日の３０日
に市長室を訪れ、災害現況調査等現地での活動報告
を行いました。
　今後も順次福島県へ出動する予定です。　
※緊急消防援助隊は、阪神・淡路大震災を教訓に、全国の消防機
関による応援を速やかに実施するため平成７年度に創設され
たもので、地域を越えた消火・救助活動を実施しています。
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